








　
2
0
2
4
年
6
月
、私
は
英
検
1
級
を
受
験

し
ま
し
た
。準
1
級
に
合
格
し
て
か
ら
の
1
年

半
は
、決
し
て
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。必
要
と
な
る
語
彙
の
数
も
長
文

の
質
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。初
め
て
過
去
問

を
解
い
た
際
は
、ほ
と
ん
ど
正
解
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
で
も
、友
達
の
応
援
や
先
生
方
の
ご
指
導
に

よ
り
、徐
々
に
成
績
を
伸
ば
し
、結
果
的
に
八

割
強
の
問
題
を
正
解
で
き
ま
し
た
。2
次
試
験

で
も
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
の
丁
寧
な
ご
指
導
が

成
長
に
直
結
し
、見
事
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
は
私
1
人
の
努
力
で
な
く
、常
総

学
院
の
皆
で
切
磋
琢
磨
で
き
る
良
い
環
境
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、TO

EFL

等
で
実
用
的
な
英
語
を
身

に
つ
け
ま
す
。私
の
活
動
に
関
与
し
て
頂
い
た

方
々
に
は
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。　

　
令
和
5
年
度
か
ら
東
京
電
機
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
と
し
て
始
ま
っ
た
キ
ノ
コ
の
研
究
も
2
年
目

が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、ニ
オ
ウ
シ
メ
ジ
の
露
地
栽
培
や

培
地
材
料
の
比
較
な
ど
の
新
た
な
研
究
と
、昨

年
度
の
考
察
を
踏
ま
え
て
更
に
発
展
し
た
形
で

の
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
を
主
な
活
動
と
し
て
き
ま

し
た
。

　
授
業
内
で
行
う
結
果
が
用
意
さ
れ
て
い
る
単

発
の
実
験
で
は
な
く
、継
続
的
に
行
う
か
ら
こ

そ
実
験
・
観
察
を
行
い
、疑
問
や
問
題
を
発
見

し
、そ
の
解
消
の
た
め
の
計
画
を
考
え
る
と
い

う
サ
イ
ク
ル
を
経
験
し
て
も
ら
え
る
高
度
で
実

践
的
な
研
究
の
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
年
内
入
試
へ
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、今
後
も
研
究
を
発
展
的
に
継
続
し
て
い
き
、

多
く
の
生
徒
に
研
究
の
深
み
を
実
感
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

　
私
は
茨
城
県
の
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム「N

G
G
L

」に
参
加
し
、そ
の
活
動

の
一
環
で
英
語
を
共
通
言
語
と
す
る
国
際
大

会「W
orld Scholar’s C

up (
W
S
C)

」に

出
場
し
ま
し
た
。

　
W
S
C
はR

egional R
ound

、Global 
R
ound

、そ
し
て
決
勝
大
会「Tournam

ent 
of Cham

pions (

T
o
C)

」の
三
段
階
で
構
成

さ
れ
、私
は
幸
運
に
も
T
o
C
に
進
出
し
て
ア

メ
リ
カ
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
を
訪
れ
る
機
会
を

得
ま
し
た
。こ
の
大
会
に
は
多
国
籍
の
中
高
生

が
参
加
し
て
お
り
、ク
イ
ズ
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
、ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、イ
ェ
ー
ル
大
学
の

見
学
を
通
じ
て
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
良
い

機
会
に
も
な
り
、大
変
有
意
義
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。　

中
学
生
便
り

the W
orld Scholar’s Cup

　
世
界
大
会
決
勝
へ
出
場

the W
orld Scholar’s Cup

　
世
界
大
会
決
勝
へ
出
場

英
語
技
能
検
定
１
級
に
合
格

英
語
技
能
検
定
１
級
に
合
格

き
の
こ
の
研
究

き
の
こ
の
研
究

高
円
宮
杯  

第
76
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全
日
本
中
学
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英
語
弁
論
大
会

茨
城
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大
会
　
入
賞

高
円
宮
杯  

第
76
回 

全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会

茨
城
県
大
会
　
入
賞

高
円
宮
杯
第
76
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論

大
会
茨
城
県
大
会
に
出
場
し
た
、3
年
1
組
平

岡
蒼
空
さ
ん
が
読
売
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。本
大
会
は
戦
後
日
本
の
立
ち
直
り
の
た

め
に
青
少
年
の
英
語
教
育
が
必
要
と
考
え
、

1
9
4
9
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統
の
あ

る
弁
論
大
会
で
す
。現
在
で
は
校
内
予
選
大
会

の
参
加
者
が
5
万
人
か
ら
10
万
人
を
数
え
、日

本
の
英
語
教
育
の
幅
広
い
底
辺
を
形
作
る
大
き

な
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　“T
he m

om
ent m

y biggest enem
y 

becom
es m

y best ally”

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、レ
ベ
ル
の
高
い
戦
い
の
中
、

50
名
参
加
の
予
選
会
か
ら
上
位
9
名
の
決
勝

ラ
ウ
ン
ド
に
進
出
し
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
全
国
大
会
出
場
の
切
符
は
逃
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、素
晴
ら
し
い
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

3
年
1
組
　
後
藤
　
泰
斗

3
年
1
組
　
平
岡
　
蒼
空

3
年
1
組
　
金
子
　
晟
万

佐
藤
　
風
喜
　
先
生
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進路指導室より

進路指導部長　谷川　義宜（16期生）

　高校進路指導部部長の谷川と申します。今年度も同窓会員並びに教職員の皆様にご協力頂き、同窓会会報誌が刊行されまし

たことを心からお祝い申し上げます。

　さて、本校は開校以来、入学されたお子様方が卒業後に社会への貢献意識と実力を持てるよう教育課程を組み、進路目標とし

て大学進学を掲げてきました。その方針は不易として本校に根付いており、これまで2万５千人近くの大学生を輩出しております。 

　昨年度の卒業生も、３年連続で東京大学へ２名、難関大学への多数進学を始めとした進路を実現しております。

　近年、高大接続改革が本格化し、小中高大の教育機関での授業内容と形態の変化、そして大学受験における試験内容も学科

試験だけでなく志望理由書、面接、小論文の実施など多様化しています。少子高齢化が進む中、子ども達の主体性の育成に重

点を置き、評価するためです。時代の変化に合わせ教育も変化しております。

　生徒達の小論文や面接の指導をする中で、大学の出題内容を確認すると社会課題に対してどのような考えを高校生が持ってい

るかが重視されつつあることに気付きます。

　例えば、『少子高齢化』というキーワードが頻出します。もちろん、生徒達は現在が「少子化の中にある」ということを知ってはいる

のですが、少子化を身近で感じ問題点を感じているかと尋ねると具体的には回答が返ってこないことが多いのです。出てきたとし

ても、弟の小学校のクラスが自分のときよりも１クラス減った程度の内容です。これでは『少子化』について論じることはできません。

　皆さんは実際にどう捉えられていますか？

　各市町村の住民基本台帳を確認すると、近年の土浦市の高校１年生(15歳)は約1200人程度です。しかし、0歳人口は約700人

程度であり、これは15年後の高校1年生の学年人数を表しています。およそ半数近くに減少してしまうのです。取手市を始め他市

町村も同様です。逆に今の50歳の人口は15歳人口の２倍程度います。グラフに表すと減少推移が着実に加速しています。そのよ

うな状況の中、守谷市、つくば市は比較的全世代の人数が安定しています。これはつくばエクスプレス沿線であることから流入者

が増えていることが要因でしょう。

　さて、少子化を上記の『人口』の観点からだけ捉えても明らかな課題が見えてきます。

　まずは本校を始めとした教育産業の減退が予想されます。子どもは顧客であり、需要と供給のバランスが崩れ始めます。一時は

日本有数のマンモス校であった本校も、現在は定員割れを始めています。本当に子ども達が減っているのです。

　そして、今の子ども達が大人になり、雇用に就き、家族を養い、生産者であり消費者として活躍する時代はどうでしょう。私も含

め、高齢者人口の割合が激増し、私達が生活を営むための社会保障費用も比例して増えます。税収が増えなければ制度が破綻

するので、やはり今の子ども達が大人になった際には納税を始め、多くの負担を背負わせてしまうことが想定されます。

　数年前に国はNISAやiDeCoといった資産形成の政策を打ち出しました。この事実はこれから日本が進む社会を暗示しているよう

に思えます。

　他国に目を向ければ、同様に少子高齢化は先進国で問題化されています。欧米諸国が各国の事情に合わせ政策を打ち出して

いますが、政治状況は中々に苦しいようです。そもそも世界人口はこのたった150年間で5倍に膨れ上がっています。人口の増大と

共に技術革新も飛躍的に進んできました。しかし、一部の先進国の人口はピークを過ぎ、途上国の成長に抜かれつつあります。生

活品の多くを輸入品に頼っている日本にとっては、今後も物価が上がり続けるとなると、いっそう数十年後の生活に不安をもつこと

となるかもしれません。

　ここでは『少子高齢化』というたった一つのキーワードから連想される現状の課題を簡単に挙げました。このような脳内議論がまさ

に現代の高校生や大学生に求められています。

　先にも触れましたが、大学入試の変化の中に「面接や小論文を重視する」点があります。受験生は、小論文で「少子高齢化」など

の社会課題に関して論じ、面接で教授とそれらについて対話をするのです。ただ学科試験ができれば、偏差値が高ければ良いと

いう時代はとうに終えたのだと思います。『日本の大学生は世界一勉強をしない』と揶揄された数十年間を回顧すると、決して否定

しきれない事実を目にしてきました。大学に入学する目的が就職や職業選択のためだけでは駄目なのです。

　VUCAと呼ばれる時代を子ども達がしっかりと歩み続けられるよう、本校の進路指導もwell-beingを目指し改善していきたいと強く

思っております。

　引き続き、皆様方からの暖かいご支援とご理解を賜れますよう何卒宜しくお願い申し上げます。
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■私立大学 ■医学部医学科

■文科省管轄外大学校

令和6年度入試

88.8％
四年制大学 現役進学率

四年制大学過去5年間(2020〜2024)合格実績          　　　　　   　　　

大学名 2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

大学名 2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

計

計

計

計

計

計

計計大学名

■国公立大学

2024
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

大学名 2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

津田塾   

東京女子

日本女子

学習院女子

聖心女子

昭和女子

大妻女子

共立女子

北里

杏林

国際医療福祉

埼玉医科

自治医科

昭和

昭和薬科

順天堂

東京医科

東京女子医科

東京薬科

東邦

日本赤十字看護

星薬科

明治薬科

金沢医科

国際医療福祉

獨協医科

埼玉医科

杏林

北里

東京慈恵会医科

順天堂

昭和

聖マリアンナ医科

帝京

関西医科

東北医科薬科

日本

日本医科

久留米

東京医科歯科

北海道

筑波

山形

福島県立医科

防衛医科大学校

早稲田

慶應義塾

上智

東京理科

学習院

明治

青山学院

立教

中央

法政

成蹊

成城

明治学院

國學院

武蔵

日本

東洋

駒澤

専修
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【国公立大学・大学校】

【私立大学】
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学校法人

〒300-0849 茨城県土浦市中村西根1010番地
TEL 高校 029-842-8771(代)・中学校 029-842-0708(代) https://joso.ac.jp/

詳しくは、ホームページをご確認ください。

多様な体験で未来を生きる力へ、６年一貫カリキュラムで優位な進路選択へ

中高一貫コース

オールラウンドに挑戦し、有名大学への合格をめざす

進学選抜コース フロンティア

発展的なカリキュラムで、多様なニーズに対応

進学選抜コース プログレス

旧帝大をはじめとする、難関国公立大学への合格をめざす

特進選抜コース 特進クラス

東京大学や医学部医学科・早慶上理など、超難関大学への合格をめざす

特進選抜コース エクセレント（Ex）クラス


